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【評価結果】 

 優れている／計画した成果をやや上回る成果が得られた 

 

【評価コメント】 

新しい糖アナログの創製と活用を行い、糖鎖生物学研究における有用なリソースを確立

した。糖タンパク質やグリコサミノグリカンの糖鎖修飾を高い特異性で制御または阻害す

る物質の発見に成功しており、適切なターゲットが同定できれば創薬のリード化合物にな

りうることが期待される。また、いくつかのアナログが糖鎖生合成過程の強い阻害剤として

働くことを見出しており、当初の想定を上回る成果が出ている。 

一方で、当初計画していたシアル酸アナログとGalNAcアナログの開発から、より新規性が

高いと考えられるグルクロン酸アナログとキシロースアナログの開発に方針を変更したこ

とにより研究開発に時間を要した。また、当初掲げた「糖鎖の超高感度検出」については、

顕著な成果に至っていない。診断や治療法に直接結びつく部分についての成果は限定的で

あり、今後に期待する。より積極的でタイムリーな成果発信が望まれる。 

 

以上 

 

 

 


